
















要約 ニホンザルにおける初期行動発達に及ぼす母子分離の影響を明らかにするため,母

子 5ペア計 10 個体について,子の出生から生後1年半頃までの期間,母子を共生飼育し,母

子の行動を観察し,分析した。さらにその期間中,子が生後半年頃と 1年半頃になったとき,

短期間母子を分離し,分離による子の行動の変化を調べた。生後半年頃の分離は 1日 1回分

単数回分離であり,生後1年半頃の分離は1日1回 140分間の分離を5日間行う複数回分離

であった。 

本研究において母とのみ共生した子の大多数は,共生中に自閉的な行動である常同行動を

示した。子が常同行動を示すか否かは,母との関係に由来するらしいことがわかった。すな

わち,母と活発な相互作用をしたものは常同行動を示さず,母との関係が疎遠であったもの

は常同行動を示した。このことは,子の健常な行動発達にとって,同年輩との仲間関係が重

要であることを意味する。本研究での短期母子分離は,子の行動発達に重度の変性を及ぼさ

ないねらいでなされた。その結果,母との共生中にすでに常同行動を示した子ザルは,分離

により常同行動の発生を増加させたが,母との共生中に常同行動を示さなかった子ザルは,

分離中も常同行動を示さなかった。このことは,母との共生中における母子関係が,分離中

における子の行動に重要な影響を及ぼすことを示す。 


